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227月号広報

　
市
で
は
、
公
的
年
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
外
国
人
高
齢

者
お
よ
び
外
国
人
身
体
障
害
者
に
特

別
給
付
金
を
支
給
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
８
月
末
日
ま
で
に
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
外
国
人
高
齢
者
の
人

・
大
正
１５
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
人

②
外
国
人
身
体
障
害
者
の
人

･
昭
和
３６
年
１２
月
３１
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
人

・
昭
和
５７
年
以
前
よ
り
身
体
障
害
者

　
手
帳
を
お
持
ち
の
一
・
二
級
の
人

・
療
育
手
帳
Ａ
の
人

※
こ
こ
で
の
外
国
人
と
は
、
安
曇
野

　
市
に
１
年
以
上
外
国
人
登
録
し
、

　
昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前
よ
り
日

　
本
に
永
住
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

■
共
通
要
件

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

・
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い
人

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
な
 

　
い
人

※
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は

　
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。（
扶
養

　
親
族
の
有
無
や
そ
の
数
で
支
給
条

　
件
が
異
な
り
ま
す
）

■
申
請
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
８１
・
０
７
３
１
）

　
穂
高
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
市
長
が
承
認
し
た
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１９
年
５
月
の
開
発
審
査
分

　（
承
認
日
　
平
成
１９
年
６
月
１４
日
）

■
株
式
会
社
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発

　
事
業

・
場
所
　
穂
高
５
２
８
２
番
１

・
開
発
面
積
　
１
、２
２
１
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
４

　
区
画

■
株
式
会
社
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発

　
事
業

・
場
所
　
穂
高
柏
原
６
２
９
番
他
２
筆

・
開
発
面
積
　
４
、９
４
７
・

５
６
㎡

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅
の
建
設
１４

　
区
画

■
（
仮
称
）
社
会
福
祉
法
人
「
す
ば
る
安

　
曇
野
共
生
会
」の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
７
５
５
２
│

２
他

　
７
筆

・
開
発
面
積
　
７
、２
７
５
・

２
２
㎡

・
目
的
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　「
穂
高
苑
」
の
建
設

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
。

　
夏
は
、
汗
を
か
き
や
す
く
、
皮
ふ
の

露
出
部
分
が
多
く
な
り
、
ま
た
疲
労
か

ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
る
な
ど
、
感
電

災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
毎
年
８
月
を
全
国
一
斉
に
行
う

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
ご
家
庭
で
も
安
全
点
検
を
十
分
に
行

い
、
悪
い
個
所
は
早
め
に
直
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
電
気
の
ご
相
談
な
ど
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　（
財
）中
部
電
気
保
安

　
協
会
大
町
事
業
所

　
　
（
℡
０
２
６
１
・
２３
・
２
０
１
２
）

　
警
察
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
身
内
の

人
な
ど
の
行
方
不
明
で
お
困
り
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

８
月
に
は
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相

談
所
」
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
を
利
用
す
る
場
合
は
、
担
当
の

　
係
員
が
事
件
な
ど
で
不
在
に
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

　
電
話
で
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
警
察
署
刑
事
課
鑑
識
係
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
７２
・
０
１
１
０
）

平
成
１９
年
度
自
衛
官
等
募
集

穂
高
地
域
　
開
発
事
業
の
承
認

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所

市人権教育指導員

　　曽根原　孝和

ふりかえる 外
国
人
高
齢
者
・
身
体
障
害
者

特
別
給
付
金
の
支
給

「
夢
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
佐
久
」

作
品
展
作
品

長
野
県
水
産
試
験
場

夏
休
み
親
子
釣
り
教
室

相

談

　
長
野
県
と
長
野
県
障
害
者
文
化
芸

術
祭
実
行
委
員
会
は
、
第
１０
回
長
野

県
障
害
者
文
化
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す
。

そ
こ
で
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。
あ

な
た
の
作
品
を
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
展
示
期
間

　
９
月
２１
日（
金
）〜
２３
日（
日
）

■
展
示
場
所
　
長
野
県
佐
久
創
造
館

■
応
募
資
格
　
県
内
に
住
所
を
有
し
、

　
障
害
が
あ
る
人

■
申
込
期
限
　
８
月
１０
日（
金
）

■
応
募
規
定

・
部
門
　
絵
画
・
手
芸
・
工
芸
・
書
道
・

　
写
真

・
応
募
点
数
　
個
人
ま
た
は
共
同
作

　
品
で
出
品
す
る
場
合
、
全
部
門
で

　
１
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
の
規
格
な
ど

　
応
募
作
品
は
、
平
成
１８
年
８
月
以

　
降
に
制
作
し
た
も
の

・
そ
の
他
　
各
部
門
の
規
格
な
ど
は
、

　
申
込
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
応
募
手
続
・
申
し
込
み

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
市
福

　
祉
事
務
所

　（
℡
８１
・
０
７
２
４
　
８１
・
０
７
０
３
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
県
水
産
試
験
場
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
親
子

釣
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
釣

り
の
仕
掛
け
作
り
や
水
生
生
物
の
観
察

を
通
し
、
釣
り
の
楽
し
み
を
体
験
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
３１
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　
県
水
産
試
験
場

■
参
加
費
　
５
０
０
円

　（
釣
り
具
材
料
・
保
険
料
込
み
）

■
対
象
　
小
学
生
親
子
お
よ
び
中
学
生

■
定
員
　
２０
組

■
申
込
期
限
　
７
月
２４
日（
火
）ま
で
に

　
電
話
で
長
野
県
水
産
試
験
場
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
水
産
試
験
場

　
　
　
　
　
　
　
（
℡
６２
・
２
２
８
１
）

　
防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」
の
受
け
付
け
お
よ
び
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協

　
力
本
部
松
本
地
域
事
務
所
・
広
報
セ

　
ン
タ
ー「
信
濃
」（
℡
３６
・
２
７
８
７
）

　随分前のことです。山間地で商店を営んで

いる知人が「わしは、夜、床に入って、一日

のことを振り返るんだ。今日会った人に悪い

ことや気になることを言わなかったか一人ひ

とり思い出す。何もなかったらよく眠ること

ができるんだよ」と話してくれました。めっ

たに自分のことを語ることがない知人の言葉に、

とても感動しました。それ以後、自分でも振

り返ることを心掛けていますが、できないこ

とが多く心が痛みます。身近なことを二つ述

べます。一つは、感謝の心が伝わらなかった

ことです。会合の準備をしている時、Aさん

が「○○がすみました」と言うと「ありがと

う」と声に出して返事をした人が、Bさんが「△

△がすみました」と言った時にはうなずいて

いたのです。うなずいて返事をした気でいた

ようですが、どうも伝わらなかったようです。

こんな一場面を見て、声に出す・顔を見る・

同じ様にする、忙しいときには一層気を付け

たいと思いました。二つには、家の中での電

話の対応です。目の前にある電話が鳴った時、

「電話だよ」と台所にいる妻に声を掛けてし

まうことがあるのです。心も体も自然に動く

ようにしたいです。ときどき自らを振り返り

ながら、わたしと人との間に、温かい心が素

直に伝わるようにしたいと思うこのごろです。

FAX

日　　時 場　　所

年間を通じて
午前9時30分～午後5時

（土・日曜など休日を除く）

警察本部鑑識課
【長野市松代町警察

機動センター内】
　（℡ 026・278・9500）

８月１日～31日
午前9時30分～午後5時

（土・日曜など休日を除く）

県下各警察署の刑事課、生活
安全課または生活安全刑事課

８月２日（木）
午前9時30分～午後5時

松本警察署
（℡ 0263・25・0110）

出張相談所

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

２等陸・海・空士 男子

男女看護学生

１８歳以上
２７歳未満

年間を通じて
行っています

７月１４日
９月２日・９月１５日
９月１６日・９月２９日

高卒（見込含）
２４歳未満

９月８日から
９月２８日

１次　１０月１４日
２次　１１月１７日・１８日

防衛医科大学校学生

自衛隊生徒（陸）

一般

推薦
男女

男女

男子

高卒（見込含）
２１歳未満

高卒（見込含）
２１歳未満

中卒（見込含）
１７歳未満

９月７日から
９月２８日

１次　１１月１０日・１１日
２次　１２月１１日～１４日

９月５日から
９月７日

９月２３日・２４日

９月７日から
９月２８日

１次　１１月３日・４日
２次　１２月５日～７日

11月1日から
平成２０年1月8日

１次　平成２０年１月１２日
２次　平成２０年１月２５日～２８日

警察ホームページ（http://www.pref.nagano.jp/police/）
にも情報を掲載していますのでご覧ください。

防衛大学校
学　　　 生

手や足が濡れたままで

電気器具にさわっていませんか？

　電気には、水が禁物。手や足が濡れたまま
で、電気器具やスイッチにさわらないでくだ
さい。


